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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

平成™š年 月˜�日 金曜日 第œ�›™号官 報
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３

仮
払
金
の
支
払
の
手
続
等

^

請
求
者
は
、
必
要
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
に
必

要
な
資
料
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

_

主
務
大
臣
は
、
仮
払
金
の
支
払
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
原
子
力
事
業
者
（
特
定

原
子
力
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
べ
き
者
を
い

う
。）の
意
見
を
聴
い
て
支
払
の
決
定
を
行
う
と
と
も

に
、
請
求
者
及
び
特
定
原
子
力
事
業
者
に
当
該
決
定

に
係
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
四
条
関
係
）

`

主
務
大
臣
が
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
仮
払
金
の

支
払
に
関
す
る
事
務
は
、
仮
払
金
の
支
払
の
請
求
の

受
付
、
仮
払
金
の
額
の
算
定
そ
の
他
主
務
省
令
で
定

め
る
事
務
と
し
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
委
託
を
受
け
て

行
う
者
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
又
は
特
定

原
子
力
事
業
者
と
し
た
。（
第
五
条
〜
第
七
条
関
係
）

a

仮
払
金
の
支
払
に
関
す
る
事
務
の
主
務
大
臣
と
な

る
特
定
原
子
力
損
害
を
受
け
た
事
業
者
の
事
業
を
所

管
す
る
大
臣
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

並
び
に
農
林
水
産
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
等
と
し

た
。（
第
九
条
関
係
）

４

そ
の
他

^

政
府
は
、
特
定
原
子
力
事
業
者
の
賠
償
の
支
払
の

状
況
等
を
勘
案
し
て
仮
払
金
対
象
損
害
の
範
囲
等
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
所

要
の
措
置
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関

係
）

_

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
九
月
一
八
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
九
十
号

不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
六
十
二
号
）
附
則
第
一
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
と
す
る
。

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
九
十
一
号

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
附
則
第

一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
と
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
二
九
〇
号
）（
経
済
産
業
省
）

不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

三
年
法
律
第
六
二
号
）
の
施
行
期
日
を
平
成
二
三
年
一
二

月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
九
一
号
）（
経

済
産
業
省
）

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
二
年
法
律
第
二
五
号
）
附
則
第
一
条
本
文
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
期
日
を
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
（
政
令
第
二
九
二
号
）（
総
務
省
）

電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
三
年
法
律

第
六
〇
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
に
係
る
緊
急

措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令
第
二
九
四
号
）（
文

部
科
学
省
）

１

仮
払
金
対
象
損
害

^

国
が
仮
払
金
の
支
払
に
よ
り

補
す
る
特
定
原
子

力
損
害
は
、
特
定
原
子
力
損
害
の
う
ち
平
成
二
三
年

原
子
力
事
故
に
係
る
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
有

無
又
は
そ
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
観
光
客
の
数
の
減
少
に
伴
う
取
引
の
数

量
の
減
少
又
は
そ
の
価
格
の
低
下
（
以
下
「
平
成
二

三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
取
引
の
数
量
の
減
少
等
」

と
い
う
。）に
よ
る
収
益
の
減
少
に
係
る
も
の
で
あ
っ

て
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
又
は
群
馬
県
の
区

域
内
の
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て
特
定
の
事
業

を
行
う
中
小
企
業
者
等
が
当
該
事
業
に
つ
い
て
受
け

た
も
の
と
し
た
。

_

^

の
特
定
の
事
業
は
、
旅
館
業
、
一
般
貸
切
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
、
旅
行
業
並
び
に
主
と
し
て
観
光

客
を
対
象
と
す
る
小
売
業
及
び
外
食
産
業
等
の
事
業

と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

仮
払
金
の
額
の
算
定

^

仮
払
金
の
額
の
算
定
に
必
要
な
資
料
は
、
戸
籍
謄

本
等
又
は
登
記
事
項
証
明
書
、
請
求
対
象
事
業
に
係

る
過
去
の
収
益
の
額
を
証
す
る
書
類
、
請
求
対
象
期

間
に
お
け
る
請
求
対
象
事
業
に
係
る
収
支
の
状
況
を

証
す
る
書
類
、
請
求
対
象
事
業
を
主
と
し
て
観
光
客

を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等

と
し
た
。

_

請
求
対
象
損
害
の
額
の
算
定
の
簡
易
な
方
法
は
、

請
求
対
象
期
間
に
お
け
る
請
求
対
象
事
業
の
収
益
の

減
少
額
と
し
て
^

の
資
料
に
基
づ
き
主
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
、
当
該
額
の

う
ち
平
成
二
三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
取
引
の
数
量

の
減
少
等
以
外
の
事
由
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
額
を
控
除
す
る
た
め
に
相
当
な
額
と
し
て
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
控

除
す
る
方
法
と
し
た
。

`

仮
払
金
の
額
は
、
_

に
よ
り
算
定
し
た
額
に
一
〇

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
た
。（
第
二
条

関
係
）

◇
平
成
二
十
三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
に
係
る
緊
急

措
置
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政

令
第
二
九
三
号
）（
文
部
科
学
省
）

平
成
二
三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
に
係
る
緊
急
措

置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
三
年
法
律
第
九
一
号
）
の
施

行
期
日
は
、
平
成
二
三
年
九
月
一
八
日
と
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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